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年
度
中
に
小
児
２
次
救
急
が
拡

充
さ
れ
、日
曜
日
に
受
け
入
れ

可
能
な
医
療
機
関
が
増
え
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、小
児
の
一

部
が
２
次
救
急
の
医
療
機
関
で

受
診
し
た
た
め
、27
年
度
か
ら

減
少
に
転
じ
た
と
考
え
て
い
る
。

◇
◇ 

都
市
計
画　

◇
◇

Ｑ　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
費

中
、地
区
の
活
性
化
向
上
の
た
め

の
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
の
内
容
は
。

Ａ　

駅
周
辺
の
活
性
化
や
利
便

性
の
向
上
を
考
慮
し
、商
業
系

企
業
４
社
、マ
ン
シ
ョ
ン
系
企

業
３
社
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
、入
間
小
学
校

跡
地
へ
の
進
出
に
つ
い
て
意
向

を
把
握
し
た
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
整
備

事
業
費
中
、用
地
測
量
と
調
査

業
務
の
内
容
は
。

Ａ　

29
年
度
か
ら
の
用
地
取
得

に
向
け
た
用
地
測
量
、買
い
取

り
価
格
を
決
め
る
土
地
鑑
定
評

価
、建
物
補
償
な
ど
の
算
定
の

た
め
の
物
件
調
査
、道
路
の
雨

水
処
理
の
た
め
の
排
水
施
設
や

そ
の
経
路
の
検
討
業
務
で
あ
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　

26
年
度
か
ら
関
係
地
権
者

へ
の
個
別
説
明
を
は
じ
め
、各

種
調
査
や
道
路
の
設
計
を
基

に
、29
年
度
よ
り
用
地
取
得
に

着
手
し
て
い
る
。

◇
◇　

教　

育　

◇
◇

Ｑ　

重
点
事
業
で
あ
る
中
学
生

学
習
支
援
事
業
の
評
価
は
。

Ａ　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

参
加
し
た
生
徒
か
ら
、「
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
、丁
寧

に
教
え
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た

い
」と
い
う
言
葉
が
大
変
多
く

聞
か
れ
、「
テ
ス
ト
の
順
位
が
上

が
っ
た
」、「
勉
強
す
る
習
慣
が

つ
い
た
」な
ど
本
事
業
の
成
果

と
い
え
る
声
が
あ
っ
た
。

　

課
題
は
、全
体
登
録
者
数
が

少
な
い
こ
と
や
、登
録
者
数
に

対
し
て
参
加
人
数
が
少
な
い
中

学
校
区
が
あ
る
こ
と
。、開
催
日

時
や
広
報
の
方
法
を
検
討
し
、

参
加
率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

◆全員が賛成した議案
条例の制定農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例 条例の一部改正
地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例 補正予算一般会計（第３号）、国
民健康保険特別会計（第２号）、狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計（第１号）、介護保険特別会
計（第１号）、後期高齢者医療特別会計（第1号） 決算認定狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計、
後期高齢者医療特別会計 未処分利益剰余金の処分水道事業会計、下水道事業会計 その他市道路
線の認定（２議案）　

◆賛否が分かれた議案　　起立（賛成・同意）…○、着席…×、退席…退、討論者…討、議長は採決には参加しません

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

創政会 創造 公明党 日本共産党 新政みらいはつらつ 無

千
葉
笹
本
三
浦
新
良
田
村
太
田
西
塚
金
子
矢
馳
町
田
綿
貫
加
賀
谷
磯
野
齋
藤
望
月
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
中
村
大
島
高
橋

37 教育委員会委員の任命 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○

議

長 

○ ○ ○○ ○ 退退 退

40 29年度一般会計補正予算
（第2号） ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×××○ ○ ○○ ○

47 28年度一般会計決算認定 ○ ○討 ○○○○○○○○○○ ○ ×××討○ ○ ○○ ×

48 28年度国保特別会計決算
認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ××討×○ ○ ○○

×
討

50 28年度介護保険特別会計
決算認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ○○○○ ○ ○○ ×討

53 28年度水道事業会計決算
認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×

討××○ ○ ○○ ○

55 28年度下水道事業会計
決算認定 ○ ○ ○○○○○○○○○○ ○ ×××○ ○ ○○ ○　

　平成29年第３回定例会では、市長提出議案20議案を審議し、採決の結果、
すべて可決・同意・認定しました。

■総務経済委員会
１　市民会館周辺の交通対策については、駐
　車場の確保や周知を徹底し、交通渋滞の緩 
　和に努められたい。
２　高齢ドライバーによる交通事故を減らす
　ため、高齢者の運転免許返納率を高めるた
　めの施策の充実を図られたい。
３　農業の振興については、意欲ある農家の
　生産拡大や高品質化に向けた取り組みのた
　め、若手の農業後継者の更なる育成・支援に
　努められたい。
４　契約事務に当たっては、疑念を持たれるこ 
　とのないよう、更なる適切な事務執行に心が
　けられたい。

■文教厚生委員会
１　ふれあい健康センター等の施設の利用率向
　上に取り組み、市民が主体となる健康増進の

　一層の充実を図られたい。
２　障がい者用の災害備蓄品に関し、発災時
　に有効に活用できる体制を整備されたい。
３　児童・生徒のいじめ・不登校などの未然防
　止・早期解決に向け、相談員やスクールソー
　シャルワーカーなどの増員を図られたい。
４　小中学校の管理事業費に関し、教育環境
　整備の観点から、必要な予算確保、および執
　行に努められたい。

■建設環境委員会
１　空き家のデータベースの整備を進め、空
　き家の対策、活用を推進されたい。
２　智光山公園において、
　スケールメリットを活

い

　かし、新たな施設を設
　置するなど更なる活用
　を図られたい。

賛成討論（要旨）
　まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけ
た多彩な事業の実施、また、市内外への情報発
信の取り組みも活発に行われ、市の魅力を例
年とは違った角度で発信できたことなど、新
しい取り組みは高く評価できる。
▶市税全体で、前年度比３億7,500万円の歳
入増であった。今後も市税の収納率向上や新
たな財源の確保をお願いしたい　▶ふるさと
納税返礼品制度は財源確保やシティプロモー
ションの面から、情報政策官の任用は電子自
治体推進の面から、一層の効果アップを希望
する　▶こども医療費の支給は、中学３年生
までの子どもの健全な成長と経済負担の軽減
になり、子育て世代にとって大変心強い　▶
ふるさとモノづくり応援プロジェクト事業
は、市民の地元への愛着と誇りの醸成や若い
世代のものづくりへの興味や関心を図ったも
のであり、これまでにない取り組みにより地
域の活性化を図ったことは評価したい

反対討論（要旨）
　実質単年度収支では、６年ぶりに１億６千
万円が黒字となったが、これまで市が実施し
てきた市民サービス、福祉事業、平和事業が見
直されて削減されたことなども、黒字となっ
た要因の一つではないか。
▶基地交付金は、入間基地の固定資産税相当
額21億円に対し約３割、６億5,500万円分しか
交付されていない　▶狭山市駅西口駐車場の
指定管理業者から、市に3,400万円支払われて
いる。学生の駐輪代や中央公民館使用者の駐
車代を無料にすべき　▶「狭山市の財政が厳
しい」と言うが、一般家庭の預貯金にあたる財
政調整基金は41億円あり、近隣市の中でトッ
プクラス。もっと市民サービスのために活用
すべき　▶障害者へのタクシー補助券やガソ
リン券の減額など事業の削減・縮小で約4,500
万円を削減しているが見直しを　▶保育所の
待機児童は当該年度末では145人。学童保育
の待機児童も58人いる。早期解決を

市長に要望書を提出
採決の結果

常任委員会からの　要望指摘事項　（一部要約）

◆平成28年度 一般会計歳入歳出決算認定
議案に賛成･反対します討

論


